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疾患名 流行状況 説明

患者数は減少するも依然多い状態
引き続き注意が必要

梅毒

インフルエンザ

患者数の多い状態が2021年頃から続く
年齢層は幅広く１０歳代の報告もあり

今月のトピック インフルエンザ増加中！

患者数の状況01

横浜市感染症情報センター 11月17日発行

横浜メディカルダッシュボードで最新の流行状況をチェック！

警報発令中

注意 ！

百日咳

（毎週決まった医療機関（＝定点）から報告される患者数の平均値）

予防のために、一人ひとりが基本の対策を
しっかり行いましょう

患者数は9月初旬から増え続けて

います
学級閉鎖の報告も相次いでいます

感染対策

流水と石けんで
手洗い

横浜メディカル
ダッシュボード

衛研インスタ
始めました！

人

患者数が一定数を超えたため、11月12日に流行警報が発令されました。今後の動向に注意が必要です。

咳エチケット

患者は10歳未満が全体の約50％、
15歳未満が全体の約75％を占める

注意

（※9/15～１１/９）

週

定点当たり患者数

02

※

ワクチン接種
はお早めに

換気
窓は2か所開ける

警報発令
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